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久米島真謝方言の名詞のアクセント 
―「類別語彙」１・２音節名詞を中心に― 
 
 
仲 原   穣 
 
１．調査地概況と先行研究 
 久米島は、沖縄県那覇市の西方海上約100キロに位置している。沖縄島から久米島に
至る海の道筋には慶良間諸島や渡名喜島、粟国島などが点在するが、久米島と中国との
間に広がる東シナ海には有人島がない。島には琉球国時代に設置された遠見台があり、
外国の船などが見えると火を焚き、島々を経て首里王府へと伝えられたという。 
 真謝（まじゃ）は久米島の北東部の海岸と丘陵地との間に広がる集落である。主に農
業（かつては稲作、現在はサトウキビが中心）や久米島紬を主産業とする集落であるが、
海岸沿いにあるため、イノー（環礁）で貝や蛸を捕ったり、魚を釣ったりすることもあ
って海産物が食卓に並ぶことも多い。集落のことを方言では[ma dza]（[ma d a]とも）
という。また、宇根（うね）集落と近接（小道一つで隔てられている）するため、宇根・
真謝集落のことを[( )utsamu ma dza]（[( )ut amu ma d a]とも）と対で称するこ
ともある。 
 久米島方言のアクセント研究として平山他（1966：190）がある。この研究は２拍名
詞の類別語彙について旧具志川村内の２地点（西銘・嘉手苅）の語例を挙げて示したも
のであり、両地点ともに１･２類と３･４･５類で大別している。なお、同書にはアクセン
トの分布図としてまとめられたものが巻頭に示されている（平山他1966「琉球方言アク
セント分布図（第３図）」。同じ分布図が同書172頁でも示されている）。この分布図には
久米島方言のうち、西銘・嘉手苅・比嘉・真謝の４地点のアクセントが分かる。西銘方
言が「（１･２)(３･４･５）の対立を示すもの」であり、真謝方言や嘉手苅方言、比嘉方
言は「（１･２)(３)(４･５）の痕跡をとどめるもの」とある注２が、残念ながら類別の統
合を証明する資料（語例の提示など）が詳しく挙げられていない。 
 真謝方言のアクセントについては嘉味田（1962:10-11）でその特徴が紹介されてい
る注１。 
 
２．調査の概要 
 真謝方言のアクセント調査は、本調査を1995年と1997年におこない、補足調査を
2005年におこなった。調査方法は、「類別語彙」に仮名を付した調査表をインフォーマ
ントに渡して、単独の場合と文例（助詞付き）をそれぞれ読み上げてもらう方法をとっ
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た。真謝方言の１･２拍名詞のアクセント調査のインフォーマントは、前里カマド氏
（1914生）、仲原裕氏（1922生）、宇江城昌信氏（1927生）である。 
 
３．アクセント調査の報告 
 今回は、真謝方言のアクセントのうち、「類別語彙」の「１音節」と「２音節」の名詞
についての調査をおこなった。調査資料は「別表１注３」として巻末に付したが、これら
のうち「金田一語彙」との対応関係において語源が異なると考えられる語、および共通
語の借用と考えられる語は今回の分析から外してある。 
 調査結果から述べると「１音節名詞」は、単独ではHH、助詞付きではHH(L)となる
型と、単独ではLH、助詞付きではLL(H)となる型に大別される（本稿ではアクセント
の高い部分をH、低い部分をLで示す。なお、括弧付きの(H)(L)は助詞の高低を表すも
のである）。単独でHH、助詞付きでHH(L)型とは、アクセント核をもつ語例である（以
下HH,HH(L)でも示す）。一方、単独でLH、助詞付きではLL(H)とは、語尾を上げて
発音される、つまり、助詞付きであれば高い部分が助詞へと移動するのでアクセント核
をもたない語例である。 
 「類別」では、HH,HH(L)型が「１･２類」に、LH,LL(H)型が「３類」にほぼ相当
する。「２音節名詞」は、単独ではHH、助詞付きではHH(L)となる型、単独ではLH、
助詞付きではLL(H)となる型、１音節の母音がのびて３拍のLLHや４拍のLLHLになる
型に大別される。「類別」では、HH,HH(L)型が「１･２類」に、LH,LL(H)型が「３･
４･５類」の一部、LLH,LLHL型が「３･４･５類」の一部にほぼ相当する。「ほぼ」とい
う曖昧なことばが付くのは、「３･４･５類」のみが所属するLH,LL(H)型に対して、
HH,HH(L)型やLLH,LLHL型にはわずかながら別の類が分類されることによる。 
 
３.１ １音節名詞 
 真謝方言では、現代日本語のいわゆる「共通語」（以下、「共通語」で表記する。）の１
拍名詞は２拍に対応する。ここでいう「１音節名詞」とは、真謝方言の２拍名詞のうち
特殊拍（/R/注４）を含んだものとも言い換えることができる。ここでは「類別語彙」の
うち、「１音節名詞」に対応するものを(1)で示し、(2)には「１音節名詞」には対応し
ないが、音変化により(1)と同じ（または類似した）拍構造となったものを示した。 
 真謝方言の「１音節名詞」は(1)にあるように２種類に分類することができる。一方、
(1)と(2)を併せて分類すると、真謝方言の特殊拍/R/や/Q/を含んだ２拍名詞は３種類に
分けられる。 
 以下に具体例を示す。なお、類別語彙注５の「類」を囲み数字で記入しておく（１類は
①、２類は②のように付す。なお、類がはっきりしない場合はXを付す）。 
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(1) ２拍 
HH,HH(L) 
wi (柄①)，t i (血①)， u (帆①)，( )u (緒①)，na (名②)，ha (葉②)，çi (日②)， 
ja (矢②)，nu (野③)， u (穂③)，ki (毛X)，ju (世X) 
LH,LL(H) 
ki (木③)，ku (粉③)，ta (田③)，ti (手③)，na (菜③)， i (荷③)， i (根③)， 
çi (火③），çi (屁③），mi (目③)，ju (湯③)，ju (夜③)，ji (絵③)，ha (歯X)， 
ha (刃X) 
 
(2) 本来は２音節の語だが、音変化をおこして１音節語と似た語形になったもの 
HH,HH(L) 
he (灰①），he (蝿①），ttsu(人②） 
HL,HL(L) 
kwa (鍬①），kwi (杭②），kwi (声⑤），me (前⑤） 
LH,LL(H) 
( )a (泡③），ka (皮③），kwa (桑③），so (竿③），na (縄③），ne (苗④） 
 
３.１.１ 小括 
イ） (1)の所属語彙は、単独ではHH、助詞付きではHH(L)となるものが「類別語
彙」の１･２類、単独ではLH、助詞付きではLL(H)となるものが「類別語彙」の
３類とに分かれる。HH,HH(L)型にわずかではあるが３類の語が含まれている。 
ロ） (2)は「２音節名詞」から音変化により/CVR/や/QCV/となったため、(1)には
みられないHL,HL(L)の語がみられる。 
 
３.２ ２音節名詞 
 真謝方言の「２音節名詞」には、２拍に対応するもの以外にも、３拍に対応するもの
や４拍で対応するものがみられる。ここでは真謝方言の拍ごとに分類して示す。 
(3) ２拍 
HH,HH(L) 
( )ami（飴①)，（ )it a（烏賊①)，（ )u i（牛①），（ )ibi（海老①），kad i（風①)， 
ai（蟹①)，ka i（鐘①)，kama（釜①)，kud i（釘①)，ku i（国①)，kubi（頸①)， 
ku i（此①)，sat i（先①)，saki（酒①)，sudi（袖①)，taka（鷹①)，taki（滝①)， 
daki（竹①)，tana（棚①)，t i i（塵①)，t ibu（壷①)，t imi（爪①)，tu a（虎①)， 
tui（鳥①)，nut i（軒①)，haku（箱①)，hat i（蜂①)，hana（鼻①)，ha i（羽①)， 
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çid i（髭①)，çima（暇①)，çimu（紐①)， udi（筆①)，matu（的①)，mid i（水①）， 
ndzu（溝①)，mit i（道①)，mu i（虫①)，mui（森①)，jai（槍①)，jumi（嫁①)， 
( )i i（石②)，（ )uta（歌②)，（ )ut i（内②)，( )utu（音②)，kat i（垣②)， 
kabi（紙②)，ku a（鞍②)，t i u（弦②)，tabi（旅②)，ti a（寺②)，nat i（夏②)， 
ha i（橋②)，hata（旗②)，çi u（昼②)，çid i（肘②)， uju（冬②)， i（胸②)， 
mu a（村②)，jut i（雪②)，jusu（余所②)，sad i（匙③）， imu（霜③）， imi（隅④）， 
( )awa（粟④） 
LH,LH(L） 
k t i（口①)，k i（腰①)，s su（裾①)，s ku（底①)， ta（蓋①)， i（星①)， 
t ku（菊③），k sa（草③） 
LH,LL(H） 
( )ana（穴③)，（ )ami（網③)，（ )inu（犬③)，mmu（芋③)，（ )i u（色③)， 
mma（馬③)，（ )u i（鬼③)，（ )uja（親③)，kami（神③)，t imu（肝③)， 
kumu（雲③)，ku a（倉③)，k tu（事③)，kumi（米③)， ima（島③)， i i（臑③)，
imi（炭③)， imi（墨③)，taku（蛸③)，tama（玉③)，t ina（綱③)，t i a（面③)，
t t i（時③)，duku（毒③)，t i（年③)，du u（泥③)，nami（波③)，nuka（糠③)，
it i（熱③)，nui（糊③)，nui（海苔③)，haka（墓③)，hana（花③)，mimi（耳③)，
jama（山③)，jumi（弓③)，wat i（腋③)，wata（綿③)，（ )ita（板④)，n i（稲④)，
( )ui（瓜④)，kasa（笠④)，kata（肩④)，kadu（角④)，k ta（桁④)， i u（汁④)，
suba（側④)，t imi（罪④)，numi（鑿④)， u i（船④)， ka（他④)，misu（味噌④)，
mud i（麦④)，wa a（藁④)，（ )a i（汗⑤)，（ )ami（雨⑤)，ha u（春⑤)， 
mata（股⑤)，maju（眉⑤)，ju u（夜⑤) 
 
(4) ３拍 
LLH,LLH(L) 
nu mi（蚤③)，ha t i（鉢③)，ha ma（浜③)， u i（骨③)，ma mi（豆③)， 
( )a tu（跡④)，( )i t i（息④)，（ )u i（臼④)，( )u mi（海④)，（ )u bi（帯④)， 
ka d i（数④)，ku a（管④)，na ka（中④)，ha i（針④)，ma t i（松④)， 
( )u ki（桶⑤)，ka i（影⑤)，ta bi（足袋⑤)，na bi（鍋⑤)，mu ku（婿⑤) 
LHH,LHH(L) 
( )itsu （糸④)，ku u （黒⑤)， i u （白⑤) 
HHL,HHL（L) 
t i ba（牙②） 
(5) ４拍 
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LLHL,LLHL(L) 
ma i （鞠③)，sa u （猿⑤) 
 
３.２.１ 小括 
イ） (3)は「類別語彙」の「２音節名詞」のうち、真謝方言で２拍となる語である。 
 ここで挙げたLH,LH(L)は、HH,HH(L)と同様、助詞の直前にアクセント核
がくるものである。語例をみていただくとわかるように、これは無声化によって
１拍目のアクセントが低くなるもので、実質的にはHH,HH(L)と考えてよい。こ
のアクセント核を持つHH,HH(L)型、LH,LH(L)型とも、１･２類以外の類に属
する語が含まれている。 
 HH,HH(L)に比べて、アクセント核をもたないLH,LL(H)は「類別」の３･４･
５類が同じ型となって統合されている。一見、ここに分類されると考えられる２
類の[mat i]（町）は市・町・村の「町」ではなく「商店」や「市場」の意であ
る。 
ロ） (4)は「類別語彙」の「２音節名詞」のうち、真謝方言で３拍となる語である。 
 特徴として言えるのは、これらの語が「３･４･５類」に属することである。第
３拍目にアクセント核をもつLLH,LLH(L)型やLHH,LHH(L)型は同じグルー
プとみなせるだろう。なお、HHL,HHL(L)の[
―――
t i ba]は、「牙」と「切り歯」ど
ちらに対応するのか判然としない語である。 
ハ） (5)は「類別語彙」の「２音節名詞」のうち、４拍となる語である。きちんと
対応する語の中では、この４拍が一番長い。「猿」は首里方言などの沖縄島諸方言
と同語形であるが、「鞠」は異なっている。「類別語彙」以外の語では、「つむ(ぶ)
り（頭）」が[t im
――
bu u]でLLHL型になるなど、真謝方言には他の南沖縄諸方言
と異なる語彙もいくつかみられる。今後はこれらの語も含めて(5)の所属語彙に
ついても考えてみたい。 
 
４．まとめ 
 今回の報告は、体言のアクセント調査のうちの「１･２音節名詞」についてまとめたも
のである。その結果、特に２音節名詞については、平山他（1966）の「琉球方言アクセ
ント分布図（第３図）」（巻頭、および172頁）で示された「（１･２)(３)(４･５）の痕跡
をとどめるもの」というものと異なった結果となった（「１･２類」と「３･４･５類」の
２型に分かれる）。これにより、真謝方言の「類別語彙」の１・２音節名詞に関しては分
析できたが、「類別語彙」の３音節名詞や動詞、形容詞については稿を改めて報告するつ
もりである。なお、今回の分類では「金田一語彙」に直接対応しない語彙を除いて分析
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している。周知の通り、「金田一語彙」の「類別」には、琉球語諸方言でまったく語形の
異なる語（例えば「蚊」が真謝方言で[ adza
――
mu]、首里方言で[
―――――――
ad aN]となるものな
ど）があり、松森（2000）やローレンス（2005）のように、これらの所属がどの「類」
（あるいは系列）なのかを明らかにしなくてはならないが、今回の報告ではそこまで提
示することができなかった。 
 真謝方言の体言のアクセントの全体像を明らかにするためには、松森（2000：67-68）
のように、「金田一語彙」に対応しない語彙のうち、生活語彙として各地に定着した語彙
をなるべく多く調べて報告せねばならない。今後の課題である。 
 
注 
１ この論文は真謝方言と首里方言とを比較したものである。アクセントも首里方言と異なる部
分に着目し、「首里方言の平板型に対し、真謝方言は歯ha
―
： 木ki
―
： 火hi
―
： 穂hu
―
： 田ta
―
： 目
mi
―
： 粉ku
―
： 手ti
―
： 菜na
―
： 荷ni
―
： 根ni
―
： 湯ju
―
： 豚wa
―
： 巣 i
―
： 絵i
―
： 藺i
―
： 乳t i
―
：とな
っている」（嘉味田1962：10）と記述している。 
２ なお、平山他（1966）の巻頭分布図の中で「沖縄群島諸方言」の中で真謝方言と同じアクセ
ントで示された地点は、沖縄島那覇・糸満・恩納、粟国島東・西、伊平屋島我喜屋、伊是名島
伊是名である。 
３ ｢別表１」は、１音節名詞と２音節名詞の「類別語彙」を単独で発音したものと助詞付き例文
を示したものである。助詞は主に格助詞「が」を付したものであるが、なかにはその他の助詞
を用いたものもある。ただし、当該方言の自然談話では主格の助詞「が」にあたる「ガ」[ga]
や「ヌ」[nu]を特に使用せず、「アミ フーサン」[( )ami u s ]（飴が欲しい。）のように
なるのが一般的である。格助詞を付すと不自然である、との指摘をインフォーマントから受け
た。本資料は、アクセント核の有無を確かめるためにあえて発音していただいたものである。 
４ 特殊拍とは、撥音/N/・促音/Q/・長音/R/のことで、一般拍のＣＶ構造（直音）やＣＳＶ構造
（拗音）とは異なるものである。なお、真謝方言の音韻については仲原（1999）（2003）など
を参照されたい。 
５ ｢類別語彙」とは、平安時代末期の漢和辞書『類聚名義抄』の声点をもとに、金田一・和田（1955）
や金田一（1974）で示された語彙（いわゆる「金田一語彙」）を意味する。本論の「類別語彙」
は、特に金田一（1974：62-73）の「付表８」をもとにしているが、「別表１」では調査を行っ
ても対応する語が得られないもの、または語彙が異なる語は割愛した。 
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付記 
 本論をまとめるにあたり、３人のインフォーマントには大変お世話になった。調査に
ご協力くださったことに深く感謝し、記してお礼を申し上げる。誠に残念なことだが、
この小論をお渡しする前に前里カマド氏が他界された。前里氏は久米島紬の伝統工芸士
で仕事の合間に調査させていただいた。心よりご冥福をお祈り申し上げます。 
 この論文は沖縄県立芸術大学大学院（民俗芸術文化学専修）の修士論文として提出し
た『沖縄久米島真謝方言の記述的研究』（未刊行）の一部をもとにし、内容を補訂したも
のである。修士課程の指導教員であった加治工真市先生の懇切丁寧な指導により、「第４
節 アクセント」（仲原1998：49-79）としてまとめることができた。また、このよう
な形で論を提示することになったのは、私の修論を読んで感想を述べてくださったロ
ーレンス・ウエイン先生のおかげである。ここに記して感謝申し上げたい。 
 今回、『琉球の方言』の節目にあたる30号に拙論を加えてくださったことに感謝した
い。本誌を創刊した目的の一つに琉球方言の「資料」を提示する意図があったと伺った
ことがある。拙論も紙面の都合上割愛せざるをえないと考えていた「別表１」をすべて
載せていただくことができ、例文付きの資料を提示することができた。今後もより多く
の資料を提示できるよう、調査・研究に励んでいきたい。 
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別表１．真謝方言の体言（「類別語彙」１・２音節名詞）のアクセント資料 
□１音節名詞 
類 語彙 単 独 助詞付き例文 訳    文 
1 柄 wi  wi a ( )u itaN (柄が 折れた。） 
1 血 t i  t i a nd ijuN (血が 出る。） 
1 帆 u  u a ( )a ajuN (帆が 上がる。） 
1 緒 ( )u  ( )u a t irijuN (緒が 切れる。） 
2 名 na  na a nukujuN (名が 残る。） 
2 葉 ha  ha a ka ijuN (葉が 枯れる。） 
2 日 çi  çi a tatsuhe  he saN (日が 経つのは はやい。） 
2 矢 ja  ja a sasajuN (矢が 刺さる。） 
3 木 ki  ki a to ijuN (木が 倒れる。） 
3 粉 ku  ku a tubiN (粉が 飛ぶ。） 
3 田 ta  ta a ( )a ijuN (田が 荒れる。） 
3 手 ti  ti a ju wijuN (手が 汚れる。） 
3 菜 na  na a ka itaN (菜が 枯れた。） 
3 荷 i  i a mbuhaN (荷が 重い。） 
3 根 i  i a na ahaN (根が 長い。） 
3 野 nu  nu a çi uhaN (野が 広い。） 
3 火 çi  çi a ke juN (火が 消える。） 
3 屁 çi  çi a nd ijuN (屁が 出る。） 
3 穂 u  u a ta ijuN (穂が 垂れる。） 
3 目 mi  mi a o haN (目が 痒い。） 
3 湯 ju  ju a nu uhaN (湯が ぬるい。） 
3 夜 ju  ju a ( )akijuN (夜が 明ける。） 
3 絵 ji  ji a kaka iN (絵が 描ける。） 
x 毛 ki  ki a mi toN (毛が 生えている。） 
x 巣 i  i  ts kutoN (巣を 作っている。） 
x 歯 ha  ha a nu itaN (歯が 抜けた。） 
x 刃 ha  ha a kakitaN (刃が 欠けた。） 
x 世 ju  ju a ma i nataN (世が 良くなった。） 
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□２音節名詞 
類 語彙 単 独 助詞付き例文 訳    文 
1 飴 ( )ami ( )ami a u saN (飴が 欲しい。） 
1 烏賊 ( )it a ( )it a a ku taN (烏賊が 喰らった〈釣れた〉。） 
1 牛 ( )u i ( )u i a nat e tsuN (牛が 鳴いている。） 
1 海老 ( )ibi ibi a tunudze tsuN (海老が 跳びはねる。） 
1 風 kad i kad i a tsuN (風が 吹く。） 
1 蟹 ai ai a ( )attse tsuN (蟹が 歩いていく。） 
1 鐘 ka i ka i a natoN (鐘が 鳴っている。） 
1 釜 kama kama a ta aN (釜が 足りない。） 
1 傷 kid i kid i a jamiN (傷が 痛む。） 
1 釘 kud i kud i a ma ajuN (釘が 曲がる。） 
1 口 k t i k t i a wassanu (口が 悪い。） 
1 国 ku i ku i a çi akitoN (国が 開けている。） 
1 頸 kubi kubinu t ka itoN (頸が 疲れている。） 
1 鍬 kwe  kwe a ko itaN (鍬が 壊れた。） 
1 腰 k i k i a ma atoN (腰が 曲がっている。） 
1 此 ku i ku i a u saN (此が 欲しい。） 
1 先 sat i sat i a tu atoN (先が 尖っている。） 
1 酒 saki saki a numa aN (酒が 飲めない。） 
1 裾 s su s su a t i itoN (裾が 切れている。） 
1 底 s ku s ku a mi juN (底が 見える。） 
1 袖 sudi sudi a t i itoN (袖が 切れている。） 
1 鷹 taka taka a tudo N (鷹が 飛んでいる。） 
1 滝 taki taki a mi busaN (滝が 見たい。） 
1 竹 daki daki a sudatsoN (竹が 育っている。） 
1 棚 tana tana a ko itoN (棚が 壊れている。） 
1 塵 t i i t i i a tamatoN (塵が 溜まっている。） 
1 壺 t ibu t ibu a wa itoN (壺が 割れている。） 
1 爪 t imi t imi a na akunatoN (爪が 長くなっている。） 
1 虎 tu a tu a a ha tit uN (虎が 這ってくる。） 
1 鳥 tui tui a tubiN (鳥が 飛ぶ。） 
1 軒 nut i nut i a na ahaN (軒が 長い。） 
1 灰 he  he a tamatoN (灰が 溜まっている。） 
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1 蠅 he  he a tu oN (蠅が 飛んでいる。） 
1 箱 haku haku a ma isaN (箱が 大きい。） 
1 蜂 hat i hat i a satsoN (蜂が 刺している。） 
1 鼻 hana hana a umahanu (鼻が 小さい。） 
1 羽 ha i ha i a ma isaN (羽が 大きい。） 
1 髭 çid i çid i a na aku natoN (髭が 長くなっている。） 
1 暇 çima çima a u saN (暇が 欲しい。） 
1 紐 çimu çimu a mat ibutoN (紐が 絡まっている。） 
1 蓋 ta ta a han itaN (蓋が 外れた。） 
1 筆 udi udi a ( )u itoN (筆が 折れている。） 
1 星 i i a tsu aha sa  (星が きれいだね。） 
1 的 matu matunu ma isanu (的が 大きい。） 
1 水 mid i mid i a na a itoN (水が 流れている。） 
1 溝 ndzu ndzu a u attoN (溝が 掘られている。） 
1 道 mit i mit inu çi usanu (道が 広い。） 
1 虫 mu i mu i a tudoN (虫が 飛んでいる。） 
1 森 mui mui a mamu attoN (森が 守られている。） 
1 槍 jai jai a sasattoN (槍が 刺さっている。） 
1 嫁 jumi jumi a kuN (嫁が 来ない。） 
2 石 ( )i i ( )i inu dzama jassa  (石が 邪魔 だな。） 
2 歌 ( )uta ( )uta a t ka iN (歌が 聞こえる。） 
2 内 ( )ut i ( )ut ikat i ( )inso iba (内へ お入り下さい。） 
2 音 ( )utu utu a t ka aN (音が 聞こえない。） 
2 垣 kat i kat i a to itoN (垣が 倒れている。） 
2 型 kata kata a kud i itoN (型が 崩れている。） 
2 紙 kabi kabi a t i itoN (紙が 切れている。） 
2 殻 a a a a a wa itoN (殻が 割れている。） 
2 彼 ( )a i ( )a i a tsun o  (彼が 来るぞ。） 
2 牙 t i ba t i ba a nd itoN (牙が 出ている。） 
2 杭 kwi  kwi a to itoN (杭が 倒れている。） 
2 鞍 ku a ku a a jan itoN (鞍が 破れている。） 
2 旅 tabi tabi a t ijassa  (旅が 好きだな。） 
2 寺 ti a ti a a mi juN (寺が 見える。） 
2 夏 nat i nat i a tsun o  (夏が 来るぞ。） 
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2 橋 ha i ha inu na ahanu (橋が 長い。） 
2 肘 çid i çid i a jamiN (肘が 痛い。） 
2 人 ttsu ttsu a ( )attse tsuN (人が 歩いていた。） 
2 昼 çi u çi u a ma i (昼が 良い。） 
2 冬 uju uju a ma i (冬が 良い。） 
2 町 mat i mat i a çi akitoN (町が 開けている。） 
2 皆 n na n na a ( )ajutahe  (皆が 言っただろう。） 
2 胸 i i a k t isanu (胸が 苦しい。） 
2 村 mu a mu a a sake juN (村が 栄える。） 
2 雪 jut i jut i a mi busaN (雪が 見たい。） 
2 余所 jusu jusu a mi dataN (余所が 目立たない。） 
3 穴 ( )ana ( )ana a ( )atsoN (穴が 開いている。） 
3 網 ( )ami ( )ami a ja itoN (網が 破れている。） 
3 泡 ( )a  ( )a a tatsuN (泡が 立つ。） 
3 犬 ( )inu ( )inu a natsoN (犬が 吠える。） 
3 芋 mmu mmu a ( )itt oN (芋が 入っている。） 
3 色 ( )i u ( )i u a ha itoN (色が 剥げている。） 
3 馬 mma mma a hatoN (馬が 走っている。） 
3 鬼 ( )u i ( )u i a nd itoN (鬼が 出ている。） 
3 親 ( )uja ( )uja a ( )u aN (親が 居ない。） 
3 神 kami kaminu ( )u ititsuN (神が 降りてくる。） 
3 亀 ka mi  ka mi a ( )attsuN (亀が 歩く。） 
3 皮 ka  ka a t i itoN (皮が 切れている。） 
3 菊 t ku t kunu tsu ahanu (菊が きれいだ。） 
3 肝 t imu t imu a ma haN (肝が 美味しい。） 
3 草 k sa k sa a mi toN (草が 生えている。） 
3 雲 kumu kumunu ( )u usaN (雲が 多い。） 
3 倉 ku a ku a a mitt on o  (倉が 満ちている〈一杯になっている〉ぞ｡) 
3 桑 kwa  kwa a u saN (桑が 欲しい。） 
3 恋 kui kui i busaN (恋を したい。） 
3 事 k tu tsanuk tuja ne aN (やった事は ない。） 
3 米 kumi kumi a tu itaN (米が 穫れた。） 
3 竿 so  so nu na ahaN (竿が 長い。） 
3 島 ima ima a mi juN (島が 見える。） 
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3 霜 imu imu a toN (霜が 降っている。） 
3 臑 i i i i a ja i (臑が 痛んで。） 
3 炭 imi imi a ta aN (炭が 足りない。） 
3 墨 imi imi a kubu itoN (墨が こぼれている。） 
3 蛸 taku takunu mando sa  (蛸が 多いよ。） 
3 玉 tama tama a ne aN (玉が ない。） 
3 綱 t ina t ina a han itoN (綱が はずれている。） 
3 面 t i a t i a a ukkutoN (顔が 腫れている。） 
3 時 t t i t t i a tatsuN (時が 経つ。） 
3 毒 duku dukunu tsu haN (毒が 強い。） 
3 年 t i t inu hana itoN (年が 離れている。） 
3 泥 du u du u a ha iti (泥が 跳ねて(いやだ）。） 
3 波 nami nami a tsun o  (波が 来るぞ。） 
3 縄 na  na a t i itoN (縄が 切れている。） 
3 糠 nuka nuka a t i itoN (糠が 散っている。） 
3 熱 it i it i a nd ijuN (熱が 出る。） 
3 蚤 nu mi nu mi a t tsoN (蚤が 付いている。） 
3 糊 nui nui a ka atsoN (糊が 乾いている。） 
3 海苔 nui nui a kamibusaN (海苔が 食べたい。） 
3 墓 haka haka a tatt oN (墓が 建てられている。） 
3 鉢 ha t i ha t ija wa itoN (鉢は 割れている。） 
3 花 hana hana a satso N (花が 咲いている。） 
3 浜 ha ma ha ma a ju u itoN (浜が 汚れている。） 
3 縁 t i t i a ne aN (縁が 無い。） 
3 骨 u i u i a ( )u itoN (骨が 折れている。） 
3 豆 ma mi ma mi a ikitoN (豆が できている。） 
3 鞠 ma i  ma i a ku u atoN (鞠が 転がっている。） 
3 耳 mimi mimi a t ka aN (耳が 聞こえない。） 
3 山 jama jama a mi juN (山が 見える。） 
3 弓 jumi juminu dzo d i o  (弓が 上手だ。） 
3 夢 ( )imi ( )imi a n a aN (夢が みれない。） 
3 腋 wat i wat i a o hanu (脇が かゆい。） 
3 綿 wata watanu ta aN (綿が 足りない。） 
4 跡 ( )a tu ( )a tu a nukujuN (跡が 残る。） 
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4 息 ( )i t i ( )i t i a ( )a ahanu (息が 荒い。） 
4 板 ( )ita ( )ita a ( )int ahaN (板が 短い。） 
4 糸 ( )itsu  ( )itsu a mat ibutoN (糸が 絡まった。） 
4 稲 i i a sudatsoN (稲が 育つ。） 
4 臼 ( )u i ( )u i a ( )ataN (臼が あった。） 
4 海 ( )u mi ( )u mi a mi juN (海が 見える。） 
4 瓜 ( )ui ( )ui a ikitoN (瓜が できている。） 
4 帯 ( )u bi ( )u bi a na ahaN (帯が 長い。） 
4 笠 kasa kasa a jan itoN (笠が 破れている。） 
4 数 ka d i ka d i a ( )ata aN (数が あたらない〈合わない〉。） 
4 肩 kata kata a ja i (肩が 痛い。） 
4 角 kadu kadu a jan atoN (角が 壊されている。） 
4 管 ku a ku a a ma atoN (管が 曲がっている。） 
4 桁 k ta k ta a t i atoN (桁が 違っている。） 
4 此処 kuma kuma a watta ja  jasa (此処が 私の家 だよ。） 
4 汁 i u i u a ta aN (汁が 足りない。） 
4 隅 imi imi a ha o hanu (隅が 汚い。） 
4 側 suba subaja çi uhaN (側は 広い。） 
4 罪 t imi t iminu assanu (罪が 軽い。） 
4 苗 ne  ne nu sudattsoN (苗が 育っている。） 
4 中 na ka na ka a mi busaN (中が 見たい。） 
4 鑿 numi numi a ko itoN (鑿が こわれた。） 
4 箸 ha i ha i mut ijusaN (箸を 持てない。） 
4 針 ha i ha i a tu taN (針が 通った。） 
4 船 u i u i a su oN (船が 進んだ。） 
4 他 ka ka a ( )aka atoN (他が 明るくなっている。） 
4 松 ma t i ma t i a tatt oN (松が 立っている。） 
4 味噌 misu misu a ta a sa  (味噌が 足りないよ。） 
4 麦 mud i mud i a ikitoN (麦が できている。） 
4 藁 wa a wa a a ( )utitoN (藁が 落ちている。） 
5 汗 ( )a i ( )a ija tuma aN (汗は 止まらない。） 
5 雨 ( )ami ( )ami a toN (雨が 降っている。） 
5 桶 ( )u ki ( )u ki a ke itoN (桶が 転がっている。） 
5 影 ka i ka i a nubitoN (影が 伸びている。） 
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5 黒 ku u  ku u ja mi dataN (黒は 目立たない。） 
5 声 kwi  kwi a nd i aN (声が 出ない。） 
5 猿 sa u  sa u a ( )uN (猿が いる。） 
5 足袋 ta bi ta bi a ju witoN (足袋が 汚れている。） 
5 露 t iju t iju a to N (露が 降っている。） 
5 鍋 na bi na bi a kamadu i kaki attoN (鍋が 竈に かけられている。） 
5 前 me  me a mi aN (前が 見えない。） 
5 股 mata mata a ( )intsahaN (股が 短い。） 
5 眉 maju maju a ( )usuhaN (眉が 薄い。） 
5 婿 mu ku mu ku a hata atsoN (婿が 働いている。） 
5 夜 ju u ju u a id ika jassa  (夜が 静か だな。） 
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